


















































































































































容、2. 共感、3. 傾聴、4. 信頼関係、5. 個別性、6. 伴




















あるいは 10 分か 20 分の検査や調査をして、そ
の子やその親子の関係っていうのを見るより
は、親が子どもを見ていく、あるいは子どもが
親を見ていくって方がずっと詳しいし、分かっ
ている（B132）」という発言で、親が持つ力、
親だからこそ持つストレングスをはっきり知る
ことが出来た。また、Bさんは「大半の親はみ
んな人間として普通の能力は持っているので、
そこの自信を失わせないこと（B136）」「あな
たが考えている方法が 1番正しいんだよ世間が
何て言おうと。そういう（本来の親が持ってい
る）力を認識してもらう（B137）」と語っており、
親の持つ強みをエンパワメントする方法や必要
性が分かった。そこには、目の前にいる親は疲
弊しきって力が無いように見えるが、実は親が
子どもにかける愛情は何よりも大きな力を発揮
することを信じることが必要なのである。親を
エンパワメントすることが、親の自信につなが
り親の変化へとつながる。親の行動を変えるた
めは、まず親が持っているストレングスを信じ、
それをエンパワメントすることが大切なのであ
る。
６．総合考察
１）親の持つストレングスとは何か
　インタビューの中で、「親の持つ力は、誰よ
りも子どものことを分かっていること」という
意見があったが、筆者がインタビューや親の会
での活動を通して一番感じた親の持つストレン
グスは「誰よりも子どものことを思っている」
という点である。問題を抱えた家族として少年
家族を見ていた筆者にとって、それは新鮮な発
見であった。
　自分の世間体を考えて子どもの気持ちに気づ
いていないという部分は見られたが、どれだけ
暴言を吐かれたとしても、帰ってこなかったと
しても、暴力を振るわれたとしても、見捨てる
ことなく、追いかけ続け、悩み続け、思い続け
たその力は決して専門職には持つことが出来な
い親自身の強みではなのではないだろうか。
　また、インタビューをした方全員から子ども
への感謝や謝罪の言葉があったという点も、筆
者の常識を超えたものであり、衝撃を受けた。
あれほど悩まされ、傷つけられた存在に対して、
どうして感謝することが出来るのだろうか。そ
れは、お互い体当たりで向き合い続けた末に、
「私を見て」という子どもの純粋な思いを知る
ことが出来たからではないかと筆者は考えてい
る。これほどまでに全力でぶつかりあえるのも、
親・家族が持つストレングスなのではないだろ
うか。
２）そのエンパワメント方法としてどのような
　はたらきかけが適切なのか
　少年家族への支援は、家族システムに変化を
もたらすため、問題となっている行動（親の
過干渉等）を改善することが重要である。しか
し実際には、その行為者は行動のまずさに気づ
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いておらず、むしろはたらきかけなければと一
生懸命になっている。そしてその背景には子ど
もを元に戻したいという切なる思いがある。こ
の場合、行為者（今回の場合は母親）のストレ
ングスに目を向けて、そこをエンパワメントし
ていく支援が必要だと考える。そうすることに
よって、母親は自身の問題行動に気づき自ら行
動を変えることが出来るだろう。
　その方法として、まず非難せずに母親の気持
ちを受け止め、認めていくことが必要である。
子どものためにという動機で行動しているの
で、行動は良くなかったとしても、その動機に
対して労いや評価を示すことで母親は「分かっ
てもらえた」と感じることが出来る。さらに、
母親は「とにかく元に戻したい」と必死になる
あまり、焦りから即効性を求めているが、その
点に関しては、具体的な関わり方を示し、「す
ぐに元に戻ることはない」という事実を伝える
べきであると考える。その際、「子どものこと
をこんなに思っているなんて、あなたは素敵な
母親よ」など、母親自身のストレングスに気づ
いてもらえるような言葉かけが有効であり、裏
目に出てしまっているような行為でも、具体的
に正しい方法を提示することでどうしたら良い
のかという方法が分かるため、適切な行動を実
行しやすくなる。
　子どもの様子が変わるまでの期間は辛くもど
かしい時期だが、「子どものことを色んな面か
ら見られるようになったじゃない」「笑顔が増
えたんじゃない」など、母親自身の成長をフィー
ドバックすることで母親に寄り添うことが出来
る。母親は一人では立っていられない存在かも
しれないが、家族や支援者の力を借りれば、誰
よりも子ども思っているキーマンの役割を担う
ことが出来ると考える。
